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研究背景 

近年，高齢者の社会活動への参加も社会の一員として担う活動として重要視されており，高齢者の

身体的・精神的健康維持と経済活性化に関連していることも明らかにされている（藤原，2018）．更に，

厚生労働白書（2020）によると，高齢期を「第二の現役期」として活き活きと過ごすためには，様々な環

境を整備する必要があり，社会の一員として何らかの役割を最後まで持ち続けられること，それが健康

寿命を延ばすことになると指摘されている． 

しかし一方で，活動的であることを促す風潮は活動的な高齢者を社会的に望ましい存在として規定

してしまう問題があること（Martinson & Minkler, 2006）や高齢者を生産的な方向へと強制する圧力に

なることが懸念されている（Moddy,1993）．志賀（2020）によると，進歩し明らかにされてきた科学的知

識を得ながら老いとの付き合い方を獲得しつつ，離職等を契機に社会との距離が開きそうになるのを

自ら踏みとどまろうとしたり，あるいはこれまでにない地域とのかかわりを作りながら，主体的な存在とし

て自己認識していく主体的な存在としての高齢者観を今後社会的に共有すべきものと提言している． 

 

研究目的 

本研究では，中国の高齢者を対象に，社会参加しているか否かではなく，社会的活動参加動機づ

けに着目し，動機付けが社会活動に効果があることを確認すること，次いで，動機づけに関連する要

因を，「準備要因」「強化要因」「実現要因」に着目して明かにすることを目的とする． 

 

研究方法 

1）調査方法 

中国河南省洛陽市に在住している定年後の高齢者は研究対象とした．調査は自記式調査票を用

いた配票留置・訪問回収法と web 調査を併用した． 

２）従属変数 

「社会的活動参加動機づけ尺度」（堀口・小玉,2014），「社会活動指標」（橋本ら，1997）を用いた． 

３）独立変数 

①準備要因では「活動能力」と「主観的健康感」という 2 因子とした．②強化要因では「子供からの

手段的サポート」，「配偶者からの手段的サポート」という 2 因子とした．③実現要因では「活動場所の

数」という 1 因子により構成された． 

４）基本属性 

測定項目は年齢，性別，学歴，経済状況，4 項目から構成された． 

 

分析方法 

1）社会活動参加動機付けが社会参加に与える影響  

社会活動指標を従属変数に，動機づけ尺度の下位尺度，性，年齢，学歴，経済状況，準備要因，

強化要因，実現要因を独立変数として投入し，重回帰分析を実施した．  

2）関連要因が社会活動参加動機付けに与える影響  

社会活動に影響する動機づけ尺度の下位因子をそれぞれ従属変数に，準備要因，強化要因，実

現要因，性，年齢，学歴，経済状況を独立変数として投入し，重回帰分析を実施した．  

分析には SPSS Version 4.2 を用いた．  

 

結果 

回収した質問票は 179 通であった．その中，配票留置・訪問回収法で回収した 30 通（回収率は

100%）であり，web 調査で回収した 149 通であった．分析対象者の基本属性について，年齢の平均は
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57.0 歳，男女の比率はほぼ半数ずつであった．就学年数は 13.4 年，経済状況の平均は 2.79 点で，

平均的には「家計にあまりゆとりがないが，それほど心配なく暮らしている」という程度に相当した． 

内的動機づけと外的動機づけを同時に独立変数に投入し，重回帰分析を行った結果，社会活動

への内的動機づけが強い人で社会活動が有意に活発に行われていたことが明らかにされた．更に，

内的動機づけと外的動機づけを単独で重回帰分析に投入し，その結果を比較的に考察した場合，外

的動機づけから社会活動への有意な効果は内的動機づけによって説明されたことがわかった． 

内的動機づけを従属変数にし，重回帰分析を行った結果､準備要因である｢活動能力｣,強化要因

である｢配偶からのサポート｣が有意な効果が観察された． 

 

考察  

本研究では，因子分析の結果に基づき動機づけ尺度を 2 次元構造に修正した妥当性・信頼性に

ついて考察した．そして，外的動機づけが強い人々は動機付けという点では社会活動に有意な効果

があるものの，外的動機づけの独自効果には乏しく，動機付けの種類としては内的動機が社会活動

に有意な正の効果があることを示唆している．更に，「内的動機づけ」に効果があった関連要因に対し

て，先行研究と研究・調査背景を踏まえて考察した．
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